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                  【教材名：手作り楽器】 

 

                 

 

 

 

ねらい (1) 得意なことを生かして音遊びを楽しむ  

(2) 握る、振る、こする、たたく等の動きを引き出す。  

 

 

製作材料・方法 

 

・ヤクルト、ジョアの入れ物、空き缶など 

・豆、木の実など 

・カラフルなシールなど（模様付けとして） 

 

 

指導の工夫 

 

 

(1) 児童生徒の得意な動きなどに合わせて、入れ物の太さや重さを変え

ることで、握りやすさを調整することができる。  

(2) 入れ物やその中に入れる物を変えることで、様々な音になる。 

(3) 児童生徒が模様をつけることで、興味が高まる。 

(4) 児童生徒が散策で集めた木の実を材料にすることで、期待感が高ま  

る。 

 

 

 

 

 

 

 

ねらい (1) (1) 得意なことを生かして音遊びを楽しむ。  

(2) 握る、振る、こする、たたく等の動きを引き出す。  

 

製作材料・方法 洗濯板、ビーズ、ゴム、鈴 

 

指導の工夫 

 

 

 

(1) 軽く手を動かすことで、軽やかな音が生まれ興味を高める。 

(2) ビーズや鈴などいくつかの種類の音が混ざり合い、変化のある音が

 出る。 

(3) 感触を楽しみながら楽器演奏ができる。 


